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トムソンの『怠惰の城』と怠惰の系譜（1）
出　羽　　　尚
はじめに
本稿は、『四季』や『自由』で知られる詩人ジェ
イムズ・トムソンが 1748 年に発表した『怠惰の城』
を取り上げ、その中心的な主題である怠惰の概念
について考察するものである。
まずは、『怠惰の城』の基本情報を先行研究に
基づいて整理する。続いて、トムソンが扱った怠
惰の主題がどのような系譜に位置づけられるのか
について、エンブレム、挿絵版画、絵画などの視
覚表現の分析を通じて考察する。
I　『怠惰の城』の基本情報
『怠惰の城―スペンサーを模して書かれた寓意
詩』はスペンサー連によって書かれた二章からな
る作品で、怠惰を擬人化した魔法使いが住む城を
舞台に、その放縦で堕落した世界を技芸と勤勉の
騎士が征服する、という物語詩である。
16 世紀の詩人エドマンド・スペンサーが 18 世
紀に再び注目されたいわゆるスペンサーリバイバ
ルの時期、トムソンもこの偉大な詩人から多大な
影響を受けた 1。トムソンの死の直後に出た伝記
には「実際、彼はスペンサーの第一子だ。彼はよ
くこう言っていた。仮に自分の詩に優れた部分が
あるとすれば、それは人生の早い段階で［スペン
サーの］妖精の女王を読んだことで初めて受けた
刺激のおかげだと」2。
トムソンがこの作品を書き始めたのは、グラン
ド・ツアーから戻って『自由』の執筆を進めてい
た 1733 年か 34 年であるが、完成までには時間が
かかり、第二章が書かれたのは 1742 年以降だと
される 3。トムソンの親友パトリック・マードッ
クは、執筆経緯を以下のように回想している。
この頃［1745 年頃］既に、彼は上下二巻に及
ぶ長詩『怠惰の城』を完成しつつあった。これ
は当初は彼自身と友人たちをからかうために
作ったわずか数連の詩節だった。というのも、
自分並みに怠惰だと思っていた友人たちのなか
に、彼のことを怠惰だと非難しそうな者がいた
からだ。しかし、すぐに彼は気が付いた。この
主題はもっと真剣に取り組むべきものであり、
最も重要な教訓を伝えるに相応しいやり方を取
るべきだと 4。
当初は友人たち向けの私的な創作に過ぎなかった
ものが、加筆され出版にまで至ったのには、当時
のスペンサーリバイバルの影響があった 5。
1　出版の状況
『怠惰の城』の初版は、1748 年 5 月 7 日に四
折版で出版された。トムソンは三ヵ月後の 8 月
27 日に没し、これが彼の最後の作品となった。
その後、9 月 22 日には第二版が八折版で出版さ
れた。
第二版には綴りの誤りを修正したヴァリアント
もある。これら初版と第二版については、合計四
つの版がロンドンで、一つの版がダブリンで、い
ずれも 1748 年に出版されている 6。第二版にはト
ムソン自身が行ったとされる詩行の変更があり、
現代の定本であるサンブルック編の 1986 年版は、
この第二版に基づいている 7。
『怠惰の城』が単独で出版された 18 世紀の例
は、この 1748 年の初版と第二版に係る五種のみ
で、以後は『四季』や『自由』などとともに、著
作集の一部として出版されることになる。
2　あらすじ
第一章の舞台は深い山々に囲まれた谷間であ
る。この谷間の川のほとりは、のどかで眠気を誘
う心地よさを漂わせ、樹林や芝地が点在する。牛
や羊の動物たちのほか、鳥や虫たちの鳴き声も、
どこか心地よく、人々を眠りへと誘う。（1-4 節）
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この谷の中腹には、「歓楽宮」（6 節）に例えら
れる荘厳な森があり、そこに城を構えて住むのは
「怠惰」という名の魔法使いである。城の門は棕
櫚の樹の下にあり、その門前では、この魔法使い
が竪琴にあわせて、人間の運命や労働を嘆き歌う。
（6-7 節）
この城には地上のあちこちから巡礼者が訪れ、
魔法使いが誘う歌に魅了される。
見よ、汝ら地上の巡礼者よ、見るがいい、／人間
以外は皆苦労なく幸せを得ている様を。（9 節）8
自然のはぐれ者、人間よ、お前は全身汗だくの
／苛酷な労働、更にそれに伴う痛みと苦しみ、
／じわじわと己が心をむしばんでいく思い煩
い、／全て野蛮な所有欲から生ずる非人間的／
心情の現れなる、悪徳行為の哀れな虜なのだ。
（11 節）
いざ来れ、絶望の徒、我の許へ。（12 節）
この城では、労苦も、煩わしい人間関係も、喧騒
も、妬みも、奢りも、全て無縁の「精神的平静」（16
節）が得られる心地良い世界が広がっている。心
が穏やかに安定すれば、より鋭敏な喜びの感覚が
引き出されるからだ。こうして魔法使いの歌に誘
われた人々は、城の中へ流れるように引き込まれ
る。（13-20 節）
次々となだれ込んでくる群衆は、太った門番に
よってゆったりとした衣服に着替えさせられる。と
はいえ、この門番もひたすら安寧に浸って眠るばか
りで、仕事は家来に押し付けていた。（24-26 節）
衣装を着替えた群衆が目指すのが、庭の中央か
ら噴き出すネペンテスの霊水である。
噴水の水は池の底から高々と吹き上げられてか
ら、／霧雨のように再び池の中へ舞い降りてい
た。／そこで皆一斉にのどの渇きに任せて、ご
くごくと水を飲んだ。／そは類い希なるネペン
テスの霊水だった。／かのホメロス様が歌うよ
うに、これを飲むと歓喜があふれ、／浮世の思
い煩いをすっかり忘れられるのだ。／昼間は楽
しい思いに浸り、夜は尚一層愉快な夢を見られ
るという。（27 節）
他人の事には干渉せず、ただ自分の楽しみだけを
追求するこの世界では、気の向くまま飲み食い、
遊び、そして寝れば良かった。（35 節）
城の内部には、豪華なタペストリーのほか、ク
ロード・ロラン、サルバトール・ローザ、プッサ
ンの風景画が飾られ、労苦とは無縁のアルカディ
アが描かれている 9。また、この世界に響く全ての
音は気だるさを帯び、風に共鳴するアイオロスの
竪琴が自然の歌声を響かせている。（36-41 節）
その贅沢さと放蕩ぶりは、かつてバクダッドに
老カリフたちが構えた宮殿さながらで、人々は眠
りの神モルペウスによってもたらされる最高の夢
を見て、安らかに眠ることができた。（42-44 節）
この世界の住人の楽しみは、地上で「落ち着き
のない雑魚」（49 節）のように右往左往する者た
ちを映し出す魔法の水晶玉を見ることだった。こ
の水晶には、あくせくと書き続ける文学者、都会
の喧騒、陰謀巡らす政治家、平和の見えない戦争
の様子が現れる。（49-55 節）
とはいえ、住人はただ無為に過ごす者ばかりで
はない。黙想により思想を構築する「特に注目に
値する」（57 節）男や 10、優れた美質を備え、悪
に感化されない確たる精神の持ち主もいた。（56-
72 節）
いずれにせよ、怠惰の害悪には注意が必要で、
睡魔の虜となり安楽な死を迎えてしまう者、いく
ら飲んでも喉の渇きがおさまらない者、暴飲暴
食の結果死んでしまう者まで出る始末であった。
（74-77 節）
第二章は、この堕落した世界を救う「有能且つ
勤勉な騎士」（7 節）の登場から始まる。技芸と
勤勉を擬人化したこの「比肩しうるもののない」（9
節）騎士は、怠惰の城を征服し、表面上は楽しげ
に見えても本質は堕落した世界の真の姿を明らか
にする。彼は武勇を備えるだけでなく、学問、芸
術、農業、音楽、詩作に秀でた教養豊かな人物で、
厳しい肉体労働をも厭わない。（7-13 節）
この勤勉の騎士がある企てをたくらむ。それ
は、「野蛮な世界を教化する事」（14 節）であった。
現状は「どの都市も芸術を育まず、文化も発展せ
ず、／政治も、法律も、礼儀作法も全くお粗末」（14
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節）であり、この悲劇の根源は策略や残虐行為を
繰り返す人間である。かつては栄華を誇ったエジ
プト、ギリシア、ローマも、怠惰と暴政により今
や廃墟となってしまった。（14-16 節）
こうして英国へと渡った勤勉の騎士は、その温
暖な気候と緑豊かな自然が気に入り、この地を理
想の地とすることを決意する 11。すると英国では
農業、産業、貿易が発展する。「地球を取り巻く
大海に遍くブリタニアの大砲が鳴り渡る」（20 節）
ようになり、文芸の女神も微笑んだ。（17-20 節）
テムズ川が数多有名な文士を生み出し、／古き
ケム川が物悲しげに草地の間を静かに／流れ、
一羊飼いが数々の羊達を育てるように、／様々
な田園の歌人たちを育み続けていくことにな
る。（21 節）
こうして英国は自由な国民と卓越した法律が支
配する優れた政治形体を手にした。勤勉の騎士も、
残る人生を心穏やかに過ごそうと、ディー川沿い
の田舎に移る。そこは自然の摂理に従って循環す
る平安の地でありながらも、田園改良の努力もな
され、人為によって美が高められていた。彼もた
だ安寧に暮らすのではなく、農民として労働に携
わった 12。（24-28 節）
だが、「永遠に最盛期が続くものがあるだろう
か」（29 節）。勤勉の騎士が作り上げたこの世界
においてさえ、やがて怠惰が人々の公徳心、倫理
観を鈍らせ、快楽への渇望が皆の心を荒廃させて
しまった。（29-30 節）
そのためこの騎士に、怠惰な世界の救済が請わ
れた。彼は清心の持ち主である歌人とともに馬に
またがり、怠惰の城の壊滅に出発する。（31-35 節）
悪に然るべき懲罰を与えるべく、城に到着した
二人は、魅惑の歌を歌って二人を虜にしようとす
る悪魔と城の門前で一戦交え、網で悪魔を捕まえ
た。（37-43 節）
騎士と詩人は人々の心を救うために門の中に入
ると、詩人が竪琴の調べにのせて、この世界の無
為無策を非難した。ミルトンやシェイクスピアや
スペンサーの詩があるのも、享楽にうつつを抜か
さなかったからであり、「文化の手」（49 節）の
重要性を、群衆に歌って聞かせた。（45-52 節）
とはいえ、誰にでも欲求はある。その欲求を満
たすための金を得るには、働くことが不可欠とな
る。詩人は続けて歌う。
労して楽しめである。その元気な手足に／勤勉
の溌剌たる息吹をしっかりと吹き込むことだ。
／動かなければ死者も同然。怠惰の泥沼に／は
まり込んでいるものに誇りも喜びもない。／お
お怠け心の強い人間よ、何故死に神に加担する
か。（54 節）
その点で、労働に勤しみ、質素でも食事や夫婦
愛といった日々の幸せを享受できる農民は幸福
だ。こうした労働の果てには、健全な肉体と精神
がもたらされるのだから。（55-58 節）
こうして詩人は怠惰の城の住人に対して、害悪
に満ちたこの地から抜け出て、世のために行動す
るよう促す。すると、この訴えに応える者も出始
める。彼らは再び精気を取り戻し、この罪深い城
を後にする。一方で大多数は、平安の世界を否定
する詩人を罵った。彼らに対して騎士は答える。
（59-66 節）
神を恐れぬ不敬の族よ、／汝らの幸せの実を見
るがいい。（67 節）
こう言って魔法を解く杖を振ると、周りの風景が
一変し、聖なる陽光が降り注いだ。そして彼が群
衆に対して、心を改め、勤勉に、より幸せに、清
らかに生きることを説くと、彼らは感激の涙を流
した。騎士がさらに杖を振ると、そこに愛の女神
たちによる病院が現れ、哀れな人々を救済した。
（67-75 節）
残念ながら、彼の救いの手を無駄にするような
者もいた。彼らのいる場所はやがて不気味な泥沼
へと変わる。彼らは人間に追い回される豚の如き
状況に置かれるのであった 13。（77-81- 節）
3　制作の背景
この詩が書かれた背景には、トムソン自身の怠
惰な生活への反省という個人的な事情があった
14。実際、トムソンは詩行の中で「だらだらとして、
／夜は勿論、夜同様昼日中まで過ごしてきた、こ
の私が／何故こんな骨の折れる歌作りに励まねば
4ならぬのか」（31 節）と書いている。
作曲家のチャールズ・バーニーがトムソンを訪
ねた際の逸話がある。
詩人のトムソンは誠に怠惰。午前中の半分を
ベッドで過ごす有様だ。ある日、バーニー博士
が二時に彼の所に行くと、まだベッドにいて驚
いたそうだ。よくそんなに寝ていられるな、と
の質問に、のうのうと「だって起きる動機もな
かったし」15。
トムソン自身の手紙にも、しばしば彼の生活態
度が記されている。1743 年 5 月14 日のエリザベス・
ヤングに宛てた求愛の手紙には、次のようにある。
是非お伝えしたいのです。私は命に関わる程の
魅惑を放つ怠惰と偽りの快楽にたぶらかされ、
堕落の縁におりました。そんな私のもとに、貴
女という愛の天使が現れ、私を救って下さった
のです 16。
また、『怠惰の城』の住人である「太った詩人」（68
節）は、トムソン自身をモデルとしている 17。
4　政治的寓意
トムソンは既に『ブリタニア』や『自由』にお
いて、贅沢や怠惰によって堕落する当時のイギリ
ス国家の危機を歌っていたが、『怠惰の城』も同
時代のイギリスの政治、すなわちロバート・ウォ
ルポール政権を批判する役割を持っている 18。
実際、当時の政治の堕落は、怠惰に通じる贅沢、
欲望、放縦の蔓延がその原因だと考えられていた。
例えば、反ウォルポール派の雑誌『クラフツマン』
の 1729 年 3 月 10 日の記事には、当時の政治の沈
滞が「一般に贅沢の精神がはびこり、甘美で女々
しい創作や放縦な気晴らしに対する欲求が蔓延し
ていること」によって引き起こされ、「個人の快」
が追求された結果だと述べられている 19。
怠惰の魔法使いは、この政治風潮を主導する
ウォルポールをモデルにし、ネペンテスの泉は彼
の悪影響の象徴である 20。怠惰の城における利己
主義の蔓延と道徳心の欠落は、ウォルポール政権
下の英国が抱える問題としても捉えられている。
しかし、この政治的寓意は、1742 年にウォルポー
ルが退陣したことによって、その明確な批判の対
象を欠き、作品の主題としての意義を失った 21。
実際、政治的な言説を繰り返した当時の雑誌も、
『怠惰の城』の政治的寓意には触れていない 22。
5　怠惰の主題
トムソンはグランド・ツアーでイタリアを訪れ
た際、ローマの豪奢、隷属、腐敗といった現実に
触れ、そのことが『自由』を執筆する動機になっ
たと手紙で述べている。この手紙には、イタリア
の音楽が怠惰を引き起こす点にも触れられている。
イタリアの言語と音楽は魅惑的だ。私はイタリ
ア語については子ども同然なので、批評するこ
ともできないが、少なくともとても音楽的で表
現豊かなだけでなく、人の心を伝えるものだと
思わずにはいられない。彼の地の音楽はと言え
ば、まるで人を惑わす病のようだ。それは人の
心を穏やかに解き放ち、誰もが持っている怠惰
を極度に高めるものである。勤勉からほとんど
何も得られなかったときに自然と陥るあの怠惰
だ。イタリアでは、タランチュラに噛まれた時
の治療には音楽が効くと言う。私の想像だが、
このタランチュラとは悪い政府の意味に違いな
い。音楽はその圧政の治療とまではいかずとも、
少しは慰めとなって人々を穏やかになだめ、心
地よさで苦痛を忘れさせてくれる 23。
音楽は怠惰を引き起こす病である一方、音楽に
よって引き起こされる心持ちは、精神を魅了する
要素も持っている。怠惰が現実の腐敗した社会か
ら逃れる慰めの手段としても位置づけられている
ことが分かる 24。
『怠惰の城』においても、怠惰が生み出す平穏
な精神が感覚を刺激し、精神の快を生み出すもの
とされる（13-16 節）。また、そうした平穏な状
態にあっても無精な状態に陥らず、深遠に黙想で
きる者たちの存在（56-72 節）が示す通り、トム
ソンが歌う怠惰は単純な放縦の状態のみを指すの
ではない 25。
この点に関して、マキロップはトムソンの詩で
扱われる怠惰の概念に、三つの意味を規定してい
る。まずは、放埓、安寧を求め、精神や体が活動
しない怠けた状態。第二が、想像的な夢想状態。
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5そして第三が哲学的な隠遁生活である 26。しばし
ば、第二と第三の意味は同一視されるが、無気
力、無関心といった否定的な意味と、快い精神の
状態、詩的創造の源といった肯定的な意味とが混
在する複雑な概念としての怠惰が、この作品の主
題となっている。
6　勤勉の美徳
加えて、この作品では労働の重要性を説く道徳
的な寓意が、とりわけ第二章の中心的な主題と
なっている。これは、『四季』や『自由』と同様、
進歩史観に基づく勤勉の美徳であり 27、その美徳
をトムソンの創作活動とも関連付けている。詩人
も夢想の中で自己陶酔にふけるだけでなく、創作
で社会に貢献する道徳家でなければならず、想像
力には常に理性と徳が伴う必要があった 28。
勤勉の騎士ととともに怠惰の城を征服した詩人
が、群衆に向かって説教を施すように、他人の精
神を高めるという詩人の最終的な目的は、無私の
心によってなされなければならない。
7　受容・評価
スペンサー連を模倣した作品のなかでも「多く
の点で、オリジナルに匹敵する」29 ものとして、『怠
惰の城』は高く評価された 30。とりわけ多くの文
人たちが魅了されたのが、怠惰が蔓延る夢想の世
界の描写である。例えば、サミュエル・ジョンソ
ンは以下のように述べる。
彼が生前出版した最後の作品が『怠惰の城』で
ある。この作品の完成には長い年月がかかった
が、出来上がりは極めて精緻なものとなった。
第一章はけだるさ漂う贅沢な場面で始まり、夢
想に満ちた世界である 31。
第一章の夢のような世界の描写は、ロマン派の
時代にも影響を与えた 32。例えば、トマス・キャ
ンベルは以下のように述べる。
トムソンを称賛する人たちであれば、彼の怠惰
の城に触れずにはいられない。この詩には『四
季』では到達しなかった完全な簡素さがあるよ
うだ。少なくとも第一章で、彼は完璧な詩の概
念を実現している。ストックデイル氏は気付い
ていないようだが、この魅惑的な作品にはトム
ソンの文体の優れた正格さがある。この詩の第
二章が釣り合っていない点は誰もが認める所
だ。それでも、おそらくその原因の一つは、第
一章が完璧な出来栄えだということにある。第
一章だけで十分であり、第二章は必要なかった。
この詩は田園詩の持つあの簡素な雰囲気に匹敵
する。どんな創意溢れる巨匠の腕を持ってして
も、第二部が生み出された田園詩などあるだろ
うか。とはいえ、この第二章にも、真似できな
い詩連がいくつもある。怠惰の城の詩情は、詩
でしか描写できない 33。
キャンベルは第一章が第二章に比べて明らかに優
れていることをはっきりと述べている。
ウォルター・スコットは、退屈しのぎのために
書かれただけのつまらない本とトムソンを比較し
て、次のように歌う。
我がトムソンはそれとは違った調子で、／彼の
調べが生んだ楽しい夢の数々を歌った。／彼は
自らの竪琴を怠惰に拍子が合うよう調音した。
／ああ、私の歌もこの幸福の歌と並び列せられ
ますように！ 34
ここでも竪琴の調べによって生まれる安寧で夢の
ような世界の描写が称賛されている。さらに、ウィ
リアム・ハズリットが 1818 年から始めた講義で
も「最も上手くいっているのは、この場所の人々
と彼らの贅沢で満ち足りた暮しの描写だ」35 と述
べられている 36。
また、怠惰が備える複数の意味については、こ
のハズリットの講義を聞いたジョン・キーツが認
識している。彼は 1819 年 3 月の手紙で「トムソ
ンの『怠惰の城』の数連に憧れを持っている」と
述べているが 37、怠惰を単なる夢想の快楽として
のみならず、想像力を刺激するものとしても認識
している。なるほど、『怠惰の城』から刺激を受
けたキーツの詩では、労働と休息のリズムが創作
の重要なテーマであり、怠惰は創造の基盤として
位置づけられている 38。
一方で、第二章で示される道徳的な記述につい
ての言及は、比較的少ないように思われる。そ
れでも、19 世紀後半に活躍した同名の詩人ジェ
トムソンの『怠惰の城』と怠惰の系譜（1）
6イムズ・トムソン（通称 B.V）は 39、『怠惰の城』
の道徳的な側面を認めている。
我々が労働と呼んでいるものは、ほぼ全てが単
なる利己主義に基づいた活動である。高尚でも
なく、正義でもなく、賢明でもなく、徹底され
てもいない。怠惰を軽蔑するだけの道徳的な道
理さえ持ち合わせていない 40。
彼はヴィクトリア朝のイギリスにおいて、営利を
追求するがあまりに労働過多となっている社会を
上のように批判する際、『怠惰の城』を取り上げ、
本来のあるべき勤勉の重要性を指摘している 41。
8　挿絵
数多くの版が出版され挿絵も多い『四季』に
比べると、『怠惰の城』の挿絵は作例が少ない。
1748 年の初版と第二版以外は『四季』などと合
わせた作品集として出版され、『四季』には挿絵
があっても『怠惰の城』にはない場合もある。し
かし、初版から 19 世紀半ばまでの諸版を参照し、
以下の挿絵を確認することができた 42。
物語場面を絵画化した挿絵の前段階として、1762
年版の扉絵がある 43。ここでは図案の一部として左
上に小さく城が描かれている。この扉絵には版刻者
の異なる別ヴァージョンも存在する 44。
詩行の物語を描いたものには以下の作例があ
る。まず、1762 年版の挿絵である［図 1］45。これは、
怠惰の城に来た勤勉の騎士が、門前で悪魔を捕え
た場面である。悪魔は網に捕えられ、爪を噛んで
いる（43 節）。傍らのハープを弾く男性は若い姿
であるが、アトリビュートの月桂冠を身に着けて
いることから、勤勉と共に城に乗り込んできた詩
人である。同じ図案を用いて画面全体が縦に少し
長い別の版も存在する［図 2］46。
次に、1805 年版の挿絵がある［図 3］47。図案
下部の枠内には、第一章 8 節からの詩行「結局、
かの怪しき魔法使いの回りに引き寄せられ、セイ
レン紛いの声に心とろける」が引用される。画面
左手には黒い衣装に白髪で髭の長い魔法使いが
座って、リュートを奏でている。彼の周りには四
人の人物が寝そべったり木に寄りかかったりと寛
いだ姿勢で、その音色に聞き入っている。魔法使
いに視線を向ける二人の人物は、うっとりとした
恍惚の表情を見せる。
1830 年版の第一章の冒頭には、浅浮彫りのフ
リーズ状の意匠を使った挿絵がある［図 4］48。
下絵はこの版の別の挿絵の下絵（大英博物館所蔵）
を制作したトマス・ストザードによると思われる。
布を軽く下半身に掛けただけの姿の男女の周りに
は、二人を楽しませるように寄り添い楽器を奏で
る子供たちの他、動物もいる。ただし、これと同
じ挿絵が同じ版の『四季』の「夏」の挿絵にも使
われており、『怠惰の城』の詩行との関係は不明
だ 49。
1837 年版には複数の挿絵がある 50。まず第一
章と第二章の冒頭にはタイトルの書かれた同じ扉
絵がどちらにも添えられている［図 5］。ただし、
これは、この版のどの詩作の冒頭にも使われてい
る。上部には中央に壺の置かれた台座があり右側
にはクジャクがとまっている。左には白い優美な
衣を身に着けた女性が二人、右手には麦穂の束を
抱えた女性が座っている。下部には馬にひかれた
車に乗った人物と、その下にはラッパを吹く天使
たちの姿が認められ、季節の擬人像を思わせる。
こうした表現から見ると『四季』との関係がある
ようだ。そして第一章の冒頭には、裸の女性が中
央で背中を向けて座る挿絵がある［図 6］。これは、
1830 年版の挿絵［図 4］に描かれた人物像を部分
的に利用したものだと分かる。また、第二章の最
初には、赤毛の馬に乗った勤勉の騎士と、白馬に
乗った詩人が描かれた挿絵がある［図 7］。騎士
は鎧に身を包み、詩人はハープを携えている。二
人で会話をしているようである。
1838 年版には一点の挿絵がある［図 8］51。こ
こには城の中で女性たちが放縦に過ごす様子が描
かれている。地面は文様の入ったタイルで敷きつ
められ、右手にはリュートを奏でる女性を囲み寛
ぐグループがいる。左手のテーブルには壺や食器
が置かれ、本を読んだり杯を掲げたり思い思いに
過ごす女性たちが周りを囲む。中央には脚のない
寝椅子に寝そべる女性がいて、周囲を大きな四角
い鏡や食器や楽器など、娯楽を示すものに囲まれ
ている。寛ぐのは女性ばかりで、彼女たちに給す
るのは褐色の肌の男たちである。下方には第一章
の詩行が引用される。
出　羽　　　尚
7ここは又生気のない美女達の物憂げな離宮でも
あった。／上流階級の、気品に満ちた貴婦人達
が数多く、／世界のいたる所からこの地に静養
に来ていた。／彼女達は、七面倒臭い俗世の心
配や務めから解放されて、／のんびり寝そべり、
左うちわの毎日であった。（71 節）
1841 年版には七点の挿絵が確認できる 52。冒
頭の挿絵に描かれた風景の左手には城の門が描
かれる［図 9］。陽が当って明るくなった門には、
人が列をなし、城に入っていく。山の上に見える
城は陰になっており、陰鬱な別世界との印象を与
える。各場面を描いた残りの挿絵には、優美な
白い衣装をまとって寝椅子に横になる女性［図
10］、大あくびをする怠惰な門番［図 11］、城の
中で高く水を吹き上げるネペンテスの噴水［図
12］、リュートを奏でる魔法使いとそれを聞く男
女［図 13］、赤毛の馬に乗って進む勤勉の騎士と、
白馬にまたがりドルイド僧の身なりでハープを背
負う詩人［図 14］、騎士が振った杖のお陰で現れ
た病院で、床に伏せる女性と看病する三人の女性
［図 15］が描かれている。詩行の物語の諸場面を
それぞれ表現している。
1845 年にはタイトルページの他に 11 点の挿絵
からなる『怠惰の城』が出版された 53。これはロ
ンドンのアート・ユニオンがメンバーに向けて出
版した版画集で、この協会の出版物の特徴であ
る輪郭線だけの表現となっている 54。門の外で奏
でられる音楽に集まる人々［図 16］、門番の導き
に従って城に入る人々［図 17］、ゆるやかな衣服
に着替える人々［図 18］、ネペンテスの泉に集ま
り霊水を飲む人々［図 19］、豪華な装飾の部屋で
宴に興じる人々［図 20］、城の庭で水晶の映す世
界を見る人々［図 21］、睦み合う複数の男女［図
22］建物の中で苦悩に打ちひしがれる人々［図
23］、網に捉えられた悪魔のそばに立つ勤勉の騎
士と詩人［図 24］、城の住人に諭す勤勉の騎士［図
25］、岩に立つ勤勉の騎士にすがりついて懇願す
る人々［図 26］が描かれる。
1853 年版の挿絵に描かれた風景には、右手に城
の門が見え、大勢が列を作って門の中に吸い込ま
れていく［図 27］55。山の中腹の城は陽が当って
明るく見えている。影になった門と並置すること
で、内の世界と外の世界との対比がなされている。
1857 年版の冒頭の挿絵には、城の内部の様子
が描かれる［図 28］56。水と緑に溢れる敷地には、
高く吹き上げるネペンテスの噴水が見える。周囲
には人が集まり、地面には寝そべる人たちもいる。
その他の挿絵としてはヴィニエットが挿入された
例が確認できるが、詩行との関係は不明である 57。
（つづく）
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Abstract
The Castle of Indolence, a poem written in Spenserian stanzas by James Thomson, was first published in 1748. 
The poem is composed of two cantos. The first canto describes how the wizard of indolence attracts people and 
makes them come inside the castle with a drowsy song. The second canto describes how the knight of art and 
industry rescues the people inside the castle captivated by the power of the wizard who has paralyzed their senses. 
Revealing the deteriorated condition of the castle of sloth and indulgence, Thomson provides us a moral lesson that 
industrious and laborious efforts can make progress for social development.
The main subject of the poem is aspects of indolence. As Alan D. McKillop suggests, Thomson adds different 
meanings for indolence; 1) mere inertia, sluggishness, or apathy, 2) refined self-indulgence, the cultivation of the 
choicest pleasures, and 3) virtuous and philosophic retirement. This complicated idea of indolence is composed of 
different elements derived from various sources including Spenser’s Faerie Queen from the sixteenth century which 
inspired Thomson during his writing of the poem.
In this first part of the article, I provide general information about the poem with several examples of its published 
illustrations from 1762 to 1857 before identifying, in the second part, several sources including not only literary texts 
but also visual images such as emblems that represent the ideas of indolence which influenced Thomson.
（2015 年 11 月 2 日受理）
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